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～スターランドさかだに開館～
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農
業
体
験
を
通
し
て
交
流

　

阪
谷
地
区
に
完
成
し
た
「
ス
タ

ー
ラ
ン
ド
さ
か
だ
に
」
の
開
館
式

典
が
八
月
五
目
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
県
の
中
山
間
地

域
総
合
整
備
事
業
で
整
備
さ
れ
、

事
業
費
は
県
と
市
を
合
わ
せ
て
約

三
億
六
千
万
円
。

　

三
万
五
千
八
百
平
方
ロ
の
敷
地

に
は
、
木
造
平
屋
建
て
の
交
流
会

館
や
体
験
農
園
、
有
機
農
法
な
ど

の
実
証
農
園
、
多
目
的
に
利
用
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
広
場
や
ど
ん
ぐ
り

林
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
創
作
活
動
や
文
化
活

動
、
会
議
や
会
合
の
場
と
し
て
、

幅
広
く
利
用
で
き
る
ほ
か
、
農
業

体
験
を
通
し
て
都
市
と
農
村
と
が

交
流
す
る
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
な
ど
の
拠
点
と
し
て
の
利
用

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

交
流
会
館
に
は
、
料
理
の
実
習

や
農
産
物
の
加
工
な
ど
に
利
用
で

き
る
実
習
室
を
は
じ
め
、
会
議
室

や
研
修
室
、
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど

が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
中
山
間
地
域
の
活
性
化

の
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
ス
タ
ー
ラ
ン
ド

　

さ
か
だ
に
（
容
6
7
・
7
2
5
0
）
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今
度
の
橋
は
三
代
目

　

七
月
二
十
一
日
か
ら
、
新
し
い

富
田
大
橋
が
使
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
最
初
に
こ
の
場
所
に
橋

が
架
け
ら
れ
た
の
は
、
今
か
ら
約

百
年
前
の
明
治
三
十
年
で
、
木
造

の
西
五
箇
橋
。
し
か
し
こ
の
橋
は
、

昭
和
三
十
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
で

流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
富
田

大
橋
は
、
昭
和
三
十
七
年
に
架
け

澗年
加

一
酪



恐竜エキスポ ふくい2000百選城下町in大野

　

フ月20日から始まった恐竜エキスポ。当市では、

週末を中心にいろんなイベントが行われています。

9月17日までの期間中、まだまだ楽しいイベント

がいっぱい。皆さん、お気軽にご参加ください。

磨懐；4張べ面i篠薄隠居飢回聚
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ら
れ
た
も
の
で
す
。
交
通
の
要
所

と
し
て
通
行
量
が
増
加
し
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。

l両雨雖颯

歩
行
者
の
安
全
に
配
慮

　

三
代
目
と
な
る
新
し
い
橋
は
、

平
成
六
年
度
か
ら
工
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
総
事
業
費
は
、
二
十
一

億
五
千
三
百
万
円
。
橋
長
は
二
百

五
十
八
口
、
幅
員
は
十
三
・
五
回

で
す
。
橋
の
両
側
に
は
三
口
幅
の

歩
道
を
設
置
、
歩
行
者
が
よ
り
安

全
に
渡
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

欄
干
や
照
明
灯
な
ど
は
、
雄
大
な

山
岳
景
観
と
の
調
和
を
考
え
た
デ

ザ
イ
ン
。
車
道
も
七
・
五
回
（
片

側
一
車
線
三
・
七
五
回
）
に
広
げ

ら
れ
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
ま
す
。

　

開
通
前
日
、
新
し
い
橋
の
広
い

空
間
を
利
用
し
て
、
富
田
大
橋
開

通
式
前
夜
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
代
美
術
作
家
が
、
砂
を
入
れ

た
三
百
個
の
紙
の
米
袋
を
等
間
隔

で
並
べ
、
中
に
ろ
う
そ
く
を
と
も

す
ラ
イ
ト
ア
ー
ト
を
披
露
。
日
没

と
と
も
に
幻
想
的
な
明
か
り
の
空

間
を
作
り
出
し
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
を
舞
台
に
音
楽
グ
ル
ー
プ
が
、

南
米
音
楽
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
を
披

露
。
集
ま
っ
た
地
元
の
人
な
ど
約

二
百
人
が
雰
囲
気
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

開
通
式
典
は
、
関
係
者
ら
約
百

五
十
人
が
参
加
。
友
江
・
川
上
・

下
麻
生
嶋
区
か
ら
の
三
世
代
夫
婦

三
組
を
は
じ
め
、
尚
徳
中
学
校
吹

奏
楽
部
や
地
元
住
民
が
参
加
し
て

渡
り
初
め
が
行
わ
れ
、
新
橋
の
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

橋の上で行冨れた岨友祭
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「
広
報
お
お
の
」
に
関
す
る
意
識
調
査
の
結
果
報
告

　

五
月
に
行
っ
た
「
広
報
お
お
の
」
に
関
す

る
意
識
調
査
の
集
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、
二
十
代
か
ら
八
十
代
ま

で
幅
広
い
層
の
皆
さ
ん
か
ら
回
答
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
“
集
計
結
果

を
基
に
、
よ
り
良
い
紙
面
を
目
指
し
、
広
報

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

回
答
数
は
百
十
六
通

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
数
は
、
百

十
六
通
。
平
均
年
齢
は
五
三
・
五

歳
、
男
性
五
八
・
二
歳
、
女
性
四

九
・
七
歳
で
し
た
。

　

年
代
別
で
は
、
五
十
代
が
最
も

多
く
、
次
い
で
四
十
代
、
六
十
代

と
な
り
ま
し
た
。

　

地
区
別
で
は
、
大
野
地
区
が
最

も
多
く
、
次
い
で
下
庄
地
区
、
上

庄
地
区
な
ど
の
順
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
中
・
高
生
か
ら
九
十

歳
の
お
年
寄
り
ま
で
、
幅
広
い
年

代
に
読
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
分
か
り
ま
し
た
。

関
心
の
高
い
コ
ー
ナ
ー
は
？

　

約
半
分
の
人
が
「
特
集
記
事
」

と
い
う
回
答
で
し
た
。
そ
の
ほ
か

に
は
「
お
知
ら
せ
」
や
「
暮
ら
し

の
ア
ド
バ
イ
ス
」
な
ど
に
回
答
が

集
ま
り
ま
し
た
。
（
左
図
参
照
）

掲
載
情
報
の
重
要
度
は
？

　
　

「
環
境
問
題
（
生
活
に
身
近
な

ご
み
や
自
然
環
境
問
題
な
ど
）
に

関
す
る
こ
と
」
と
い
う
回
答
が
最

も
多
く
、
続
い
て
「
健
康
・
保

健
・
医
療
に
関
す
る
こ
と
」
「
経

済
・
産
業
、
情
報
、
消
費
生
活
に

関
す
る
こ
と
」
「
ま
ち
づ
く
り
、

大
野
の
魅
力
、
市
民
参
加
に
関
す

る
こ
と
」
な
ど
で
し
た
。
そ
の
ほ

か
「
学
校
教
育
、
高
齢
化
社
会
に

関
す
る
こ
と
」
な
ど
も
回
答
が
集

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
「
市
民
は
何

で
も
関
心
が
あ
る
」
と
い
う
意
見

な
ど
、
広
報
紙
が
市
と
皆
さ
ん
と

を
つ
な
ぐ
重
要
な
情
報
源
で
あ
る

こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

情
報
は
ど
れ
く
ら
い

　
　
　
　

役
立
っ
て
い
ま
す
か
？
・

　
　

「
祭
や
フ
ェ
ア
な
ど
地
域
イ
ベ

ン
ト
の
案
内
や
内
容
に
関
す
る
こ

と
」
に
最
も
多
い
回
答
が
寄
せ
ら

れ
、
広
報
が
本
来
の
役
割
で
あ
る

「
お
知
ら
せ
版
」
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
ほ
か
に
も
「
環
境
問
題
に
関

す
る
こ
と
」
「
健
康
・
保
健
・
医

療
に
関
す
る
こ
と
」
「
ま
ち
づ
く

り
や
市
民
参
加
に
関
す
る
こ
と
」

な
ど
へ
回
答
が
集
ま
り
、
広
報
か

ら
提
供
し
て
い
る
情
報
の
重
要
性

が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

不
足
し
て
い
る
情
報
は
？

　
　

「
環
境
問
題
（
生
活
に
身
近
な

ご
み
や
自
然
環
境
問
題
な
ど
）
に

関
す
る
こ
と
」
に
最
も
多
く
回
答

が
寄
せ
ら
れ
、
続
い
て
「
長
期
構

想
、
将
来
計
画
、
重
点
施
策
に
関

す
る
こ
と
」
「
災
害
に
関
す
る
こ

と
」
「
ま
ち
づ
く
り
や
大
野
の
魅

力
、
市
民
参
加
に
関
す
る
こ
と
な

ど
」
へ
多
く
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
後
、
広
報
づ
く
り
の
課
題
と

し
て
、
紙
面
に
反
映
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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あなたは、「広報おおの」

を楽しみにしていますか。
「広報おおの」は見やすいですか？ 「広報おおの」のページ数は？

　

「広報おおの」は、住民のニーズ

言必要性）・に応えていると感じま

i、す力痙ニ。泌でジし＝万言∧し］…………………ぶ‰元JjTljど

　　　　　

lil．－｜・WI・・y’いまめご「広報おおめ」丿（の内容に

　

・－‘；瓦．、．・・4－、．｀I－．｀I●1．11ついて
、サあ゛なたはどう思われま

すか．？4＼j．こっト諭ノぐク’丿1ニ………j／……

　

「広報おおの」の中で興昧のわく

コーナーがありますか。（上位から）

・特集記事…………………50．0％

・お知らせ…………………44．8％

・暮らしのアドバイス……42．2％

・健康通信…………………31．0％

・市民カレンダー…………29．3％

・グループ登場……………26．7％

●私の宝……………………24．1％

・表紙、私もひとこと、話題の広場

　　　　　

…………23．3％（同率）

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
な
ど

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
、

意
見
や
ア
イ
デ
ア
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

・
防
災
な
ど
に
関
す
る
記
事
を
載

　

せ
て
意
識
を
高
め
て
欲
し
い
。

　

特
に
震
災
が
な
ど
が
起
こ
っ
た

　

と
き
の
避
難
場
所
を
地
図
に
し

　

て
は
っ
き
り
し
て
欲
し
い
。
神

　

戸
は
人
ご
と
で
は
な
い
。

　
　

（
六
十
一
歳
・
男
性
）

・
文
芸
欄
（
俳
句
・
川
柳
・
短

　

歌
・
詩
）
な
ど
を
載
せ
る
と
こ

　

ろ
を
作
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

（
七
十
四
歳
・
女
性
）

・
白
い
紙
に
黒
字
印
刷
は
見
づ
ら

　

い
の
で
淡
い
色
の
つ
い
た
紙
の

　

ほ
う
が
見
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　

（
五
十
五
歳
・
男
性
）

・
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
日
付
が

　

縦
書
き
に
な
っ
て
い
る
の
で
見

　

に
く
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ご

　

ろ
は
食
文
化
が
親
か
ら
子
ど
も

　

へ
受
け
継
が
れ
て
い
き
に
く
く

　

な
っ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
伝
わ

　

る
伝
統
料
理
や
特
産
品
を
使
っ

　

た
郷
土
料
理
な
ど
を
、
健
康
通

　

信
や
暮
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

　

ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
使
っ
て
教
え

　

て
欲
し
い
。
そ
し
て
大
野
の
食

　

文
化
が
、
ず
っ
と
受
け
継
が
れ

　

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

（
五
十
三
歳
・
女
性
）

・
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
、

　

商
品
と
し
て
「
あ
っ
宝
ん
ど
」

や
「
う
ら
ら
館
」
の
補
助
券
を

出
す
と
良
い
の
で
は
。

　

（
五
十
歳
・
男
性
）

・
横
書
き
の
ほ
う
が
見
や
す
い
と

　

思
う
。
（
四
十
四
歳
・
女
性
）

・
も
つ
と
シ
ン
プ
ル
に
読
み
や
す

　

く
し
た
ほ
う
が
良
い
。

　

（
四
十
一
歳
・
男
性
）

・
広
報
の
配
布
が
遅
く
て
、
イ
ベ

　

ン
ト
な
ど
の
締
め
切
り
に
間
に

　

合
わ
な
い
と
き
が
あ
る
。
月
末

　

に
配
る
か
、
早
め
に
募
集
記
事

　

を
掲
載
す
る
な
ど
し
て
ほ
し
い
。

　

（
四
十
六
歳
・
女
性
）

・
＼
K
＋
－
イ
几
ド
シ
ー
ト
に
裾
蹴
金

　

が
出
る
と
決
ま
っ
た
と
き
な

　

ど
、
対
象
に
な
る
人
な
ど
を
早

　

く
知
ら
せ
る
べ
き
で
す
。
市
外

　

で
購
入
し
て
補
助
の
対
象
に
な

　

ら
な
か
っ
た
人
が
い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
に
も
っ
と
早
く
情
報
を

　

知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

（
二
十
九
歳
・
女
性
）

　

今
回
、
広
報
に
関
し
て
、
皆
さ

ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
要
望

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
を
よ
く
検
討

し
、
よ
り
い
つ
そ
う
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
る
広
報
紙
を
つ
く
つ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
協
力
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
広
報
お
お
の
」

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



応
援
0
き
酋
大
野
ら
し
い
景
観
づ
く
り

活
動
団
体
に
助
成
金

　

平
成
上
一
年
四
月
か
ら
「
大
野

の
ま
ち
」
を
よ
り
美
し
く
、
魅
力

あ
る
ま
ち
に
し
て
い
こ
う
と
「
大

野
市
都
市
景
観
条
例
」
が
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
大
野
ら
し

い
優
れ
た
景
観
の
保
全
や
育
成
、

創
造
を
目
的
に
活
動
す
る
団
体
に

対
し
て
、
活
動
助
成
金
を
交
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

活
動
助
成
金
の
金
額
は
、
年
間

上
万
円
、
交
付
は
五
ヵ
年
間
が
限

度
で
す
。

対
象
と
な
る
た
め
に
は

　

次
の
三
つ
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
人
野
ら
し
い
優
れ
た
都
市
景
観

　

の
形
成
に
有
効
で
あ
る
こ
と

・
区
域
内
の
多
数
の
市
民
で
組
織

　

さ
れ
て
い
る
こ
と

・
規
約
な
ど
の
活
動
に
必
要
な
事

　

項
が
し
っ
か
り
決
め
ら
れ
て
い

　

る
団
体
で
あ
る
こ
と

助
成
の
対
象
と
な
る
も
の

・
講
演
会
や
学
習
会
な
ど
を
行
つ

　

た
場
合
の
講
師
へ
の
謝
礼

・
資
料
や
案
内
な
ど
の
印
刷
代
や

　

郵
便
代
な
ど

・
先
進
地
な
ど
へ
の
視
察
に
必
要

　

な
旅
費

・
会
議
な
ど
で
使
う
会
場
の
使
用

　

料
金
や
研
修
会
な
ど
へ
の
参
加

　

費
用

助
成
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

・
団
体
を
構
成
す
る
人
や
事
務
を

　

行
う
人
へ
の
報
酬
や
手
当

・
会
場
や
事
務
所
な
ど
の
修
繕
費

・
財
産
や
備
品
な
ど
の
購
人
費
用

・
植
樹
・
植
栽
な
ど
の
原
材
料
費

・
新
聞
や
雑
誌
な
ど
へ
の
広
告
費

　

交
付
の
手
続
き
や
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
役
所
都
市
整
備
課
景
観
建
築

係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
5
4
一

市政バスの参加者募集

　

市や県が、大野市内に整備した公共施設などを広く知っ

てもらう「市政バス」を運行します。コースの途中では、

市長からの市政に関する話しなども予定しています。どう

ぞお気軽に参加ください。

日時10月8日2午前8時50分市役所前集合

コース平成大野屋・奥越ふれあい公園・スターランド

　　　　　

さかだに・浄化センターなどを予定

対象団体行動に支障のない市民（小学4年生以上）

定員先着80人

参加費800円（昼食代）

応募方法はがきに参加者全員の住所・氏名・年齢・電話

　　　　　

番号を明記して応募（1枚に複数人の記入可）

申込締切日9月25日⑧

その他参加決定者には別途通知します。雨天決行

申し込み・問い合わせ先

　　

市役所秘書広報課広報広聴係（〒912－8666

　　

大野市天神町1－1豊66・1111内線440）

駅
歳
以
上
の
人
も
縦
一
月
が
ら

　
　

介
護
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す

　

現
在
、
介
護
保
険
制
度
で
は
国

の
特
別
対
策
と
し
て
、
6
5
歳
以
土

の
人
の
保
険
料
を
一
定
の
期
間
軽

減
し
て
い
ま
す
。

平
成
U
年
4
月
～
9
月

　

保
険
料
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

平
成
1
2
年
1
0
月
～
平
成
1
3
年
9
月

　

保
険
料
の
半
額
を
負
担

平
成
1
3
年
1
0
月
以
降

　

本
来
の
保
険
料
を
負
担

　

保
険
料
は
金
融
機
関
な
ど
へ
直

接
納
め
る
方
法
と
、
年
金
か
ら
差

し
引
く
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
年
金
は
老
齢
退
職

年
金
で
、
傷
病
年
金
や
遺
族
年
金

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

年
金
か
ら
差
し
引
い
て
納
め
る
人

・
平
成
1
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
満

6
5
歳
に
な
っ
て
い
て
年
金
の
支

給
額
が
年
額
1
8
万
円
以
上
の
人

金
融
機
関
な
致
へ
直
接
納
め
る
人

・
年
金
の
支
給
額
が
年
額
1
8
万
円

　

未
満
の
人

・
平
成
1
2
年
4
月
2
日
以
降
に
満

　

6
5
歳
に
な
っ
た
人
や
平
成
1
2
年

　

4
月
1
日
以
降
に
、
他
市
町
村

　

か
ら
当
市
に
転
入
し
て
き
た
人

・
特
別
な
事
情
で
年
金
か
ら
差
し

　

引
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

※
金
融
機
関
な
ど
へ
直
接
納
め

　

て
い
た
だ
く
時
期
は
、
年
4
回

　

（
7
・
9
・
H
…
1
月
）
で
本

　

年
度
は
H
・
1
月
で
す
。

　
　

保
険
料
の
口
座
振
替
を
希
望

　

す
る
人
は
、
納
期
の
前
月
ま
で

　

に
銀
行
・
郵
便
局
な
ど
で
手
続

　

き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

納めていただく保険料は、所得や住民税の

課税状況によって異なります。ヽド成12年度に

納めていただく保険料はド記のとおりです。

・生活保護を受けている人

・老齢福祉年金を受けてい　

る人で、世帯全員が住民　

税非課税の場合

4，500円

・世帯全員が住民税非課税　

の場合 6，750円

・世帯で住民税が課税され　

ている人はいるが、本人　

は住民税非課税の場合

9，000円

・本人に住民税が課税され　

ていて、前年の所得金額　

が250万円未満の場合

11，250円

・本人に住民税が課税され　

ていて、前年の所得金額　

が250万円以上の場合

13，500円



エキサイティング

スポーツ

情XI報

市
ミ
ニ
バ
ス
ケ
大
会

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

　

第
1
5
回
市
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
1
0
月
2
8
日
I
～
2
9
日
面

場
所
市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

参
加
資
格
巾
内
の
小
学
生

種
別
男
子
の
部
・
女
子
の
部

チ
ー
ム
編
成
監
督
1
人
・
コ
ー

　

チ
ー
人
・
選
手
1
0
人
以
上

参
加
料
1
人
5
0
円

申
し
込
み
●
問
い
合
わ
せ
先
巾

　

教
育
委
員
会
7
ポ
ー
ツ
課
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
I
に
C
C
O
―
i
）

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
教
室

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

普
通
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
ち

ょ
っ
と
人
変
と
い
う
あ
な
た
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
で
い
い
汗
流
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
9
月
1
3
日
本
・
2
7
日
禾
一
・

　

1
0
月
H
日
本
・
2
5
日
水
．
H
月

　

8
日
酋
の
計
5
回

　

午
後
7
時
～
9
時

場
所
巾
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象
1
8
歳
以
L
4
0
歳
ま
で
の
人

　
　

（
初
心
者
向
け
の
内
容
で
す
）

定
員
1
5
人

参
加
費
1
0
0
円
（
保
険
料
）

準
備
物
運
動
靴
タ
オ
ル

申
し
込
み
方
法
9
月
H
口
弁
ま

　

で
に
参
加
費
を
持
参

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
酋
6
5
・

モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
＆

　
　

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

日
時
9
月
‥
‥
‐
弁
・
1
8
日
非
・

　

2
9
日
米
・
1
0
月
2
口
弁
・
1
3
口

　

1
・
1
6
日
弁
・
2
3
日
0
・
3
0
口

　

四
の
計
8
回

　

午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

場
所
市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

講
師
杉
山
美
和
子
さ
ん

定
員
3
0
人

参
加
費
4
0
0
円
（
保
険
料
）

準
備
物
靴
下
タ
オ
ル
（
体
操

　

に
使
用
し
ま
す
）
運
動
の
で
き

　

る
服
装
な
ど

申
込
締
切
日
9
月
7
日
1

申
し
込
み
●
問
い
合
わ
せ
先
巾

　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
（
豊
6
6
・
1

　

4
3
3
）

テ
ニ
ス
の
日
記
念
行
事

大
野
市
テ
ー
－
ス
協
会

　

9
月
2
3
日
の
テ
ニ
ス
の
目
に
、

奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
の
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
を
無
料
開
放
し
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
テ
ニ
ス
愛
好
者
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
9
月
2
3
日
①
午
前
8
時
3
0

　

～
午
後
3
時

会
場
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

対
象
巾
民
お
よ
び
市
内
に
勤
務

　

し
て
い
る
人

参
加
費
無
料

問
い
合
わ
せ
先
大
野
市
テ
ニ
ス

　

協
会
事
務
局
加
藤
嘉
一
さ
ん

　

（
豊
6
5
・
4
0
5
3
）

訂
正

　

8
月
号
に
掲
載
し
た
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
大
会
は
、
1
0
月
9
日
⑩
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

施設｀

スポット

⑩大野市東部児童センター

　

美
里
町
に
あ
る
大
野
市
束
部
児

童
セ
ン
タ
ー
は
、
次
の
時
代
を
担

う
児
童
た
ち
の
、
健
や
か
な
生
活

の
場
と
し
て
建
て
ら
れ
た
児
童
福

祉
施
設
で
す
。

　

平
成
五
年
、
F
ど
も
た
ち
の
心

と
体
の
健
康
作
り
や
、
子
ど
も
会

・
母
親
ク
ラ
ブ
な
ど
の
活
動
促
進

を
目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
有
終
束

小
学
校
に
隣
接
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
幅
広
い
年
齢
の

児
童
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
内
で
は
、
ユ
ニ

ホ
ッ
ク
や
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
な

ど
の
体
を
使
う
遊
び
や
、
オ

セ
ロ
や
将
棋
な
ど
の
頭
を
使

う
遊
び
の
両
方
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
母
親
ク
ラ
ブ
会
員

の
協
力
で
、
バ
ザ
ー
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
児
童
を
取
り
巻
く

社
会
情
勢
は
、
非
常
に
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ

ー
の
活
動
が
、
地
域
と
家
庭
を
つ

な
ぐ
懸
け
橋
の
一
つ
に
な
れ
ば
と
、

今
後
よ
り
い
っ
そ
う
豊
か
な
活
動

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
を
含
め
市
内
の
四

児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
合
同
で
オ

セ
ロ
大
会
や
映
画
祭
り
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
日
程
や
時
間
は
広

報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間
正
午
～
6
時

休
館
日
日
曜
日
祭
日
年
末

　

年
始

使
用
料
無
料
（
た
だ
し
、
有
料

　

と
な
る
行
事
も
あ
り
ま
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
東
部
児
童
セ
ン
タ
ー
（
豊

　

6
6
・
5
2
3
3
）



ウォーキング⑥

お
医
者
さ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　

近
年
の
健
康
ブ
ー
ム
で
、
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
歩
く
こ
と
）
。
で
も
、
無
理
を
す

る
と
、
か
え
っ
て
体
に
悪
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は

整
形
外
科
医
か
ら
見
た
、
注
意
し
て
欲
し
い
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

有
酸
素
運
動
は
、
あ
る
程
度
に

ま
で
心
拍
数
を
上
げ
、
そ
れ
を
。

定
の
時
問
維
持
す
る
こ
と
で
、
体

に
酸
素
を
多
く
取
り
入
れ
る
運
動

で
す
。
体
内
に
酸
素
が
十
分
に
取

り
入
れ
ら
れ
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な

器
官
の
働
き
が
活
発
に
な
り
、
健

康
増
進
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
そ
の
有
酸

素
運
動
の
代
表
的
な
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
健
康
の
た
め
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
も
、
注
意
し
て
行
わ
な

い
と
、
か
え
っ
て
体
を
痛
め
て
し

ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ド
半
身
の
関
節
（
股

・
膝
・
足
首
な
ど
）
に
あ
る
軟
骨

が
す
り
減
っ
て
、
関
節
の
す
き
聞

か
狭
く
な
る
「
変
形
性
関
節
症
」
。

こ
の
場
合
の
自
覚
症
状
と
し
て
は
、

関
節
の
曲
げ
伸
ば
し
で
き
る
範
囲

が
い
つ
も
よ
り
狭
く
な
っ
た
り
、

安
静
時
や
運
動
時
に
関
節
な
ど
に

痛
み
が
あ
っ
た
り
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
も
し
関
節
が
は
れ
る
よ
う
な

場
合
は
、
近
く
の
病
院
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
腰
の
動
く
範
囲
が
い
つ

も
よ
り
狭
く
な
っ
た
、
脚
な
ど
に

神
経
か
ら
く
る
痛
み
や
し
び
れ
が

出
る
、
一
二
百
口
以
上
歩
く
と
脚
が

し
び
れ
て
く
る
な
ど
の
自
覚
症
状

が
あ
る
場
合
も
、
病
院
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
症
状
は

腰
痛
が
原
因
で
お
こ
る
も
の
が
多

く
、
症
状
が
軽
い
と
き
は
、
腰
痛

体
操
を
続
け
る
こ
と
で
治
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
足
腰
を
鍛

え
る
運
動
と
い
う
よ
り
は
、
高
血

圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

に
効
果
が
あ
る
内
科
的
な
運
動
で

す
。
た
だ
歩
く
だ
け
で
は
、
か
え

っ
て
足
腰
に
負
担
が
か
か
り
、
関

節
が
痛
く
な
る
な
ど
の
症
状
が
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
前
後
に
、
脚
の
表
側
や
襄

側
の
筋
肉
を
伸
ば
し
た
り
、
も
み

ほ
ぐ
し
た
り
す
る
な
ど
の
整
形
外

科
的
な
内
容
を
加
え
る
と
、
長
く

続
け
ら
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果
も
高
ま
り

ま
す
。

　

歩
く
こ
と
は
誰
に
で
も
で
き
る

運
動
の
基
本
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
く
続
け
る
に
は
、
何
人
か
で

会
話
を
し
な
が
ら
、
体
に
無
理
が

か
か
ら
な
い
程
度
を
心
が
け
て
行

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
内
医
師
）

ちよつと気になる栄養の話

　

とても暑かった今年

の夏。暑さで食欲が落

ちたまま…という人も

多いのではないでしょ

うか。そんな夏バテを

解消し、一日のリズム

を作りなおすために

は、朝食をしっかり食べることが大切です。

「朝はなかなか時間がとれなくて…」という人

もいるかもしれません。でも、夕食の残りを上

手に利用することで、バランスの良い朝食を簡

単に作ることができます。残った野菜などを使

ってスープを作ったり、ひじきの煮物が残った

ら卵焼きに入れたり、いつものみそ汁に海草や

野菜、キノコ類などもう一一品を加えたり…ちょ

っとした工夫で食事のバランスが整います。朝

ごはんをしっかり食べて、元気にスポーツの秋

を迎えましょう。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（晋65・7333）



暮
ら
し
の

ン
ー
割
才
又

り
な
上
ふ
を
7
・
Ｃ

　

九
月
一
日
は
防
災
の
日
で
す
。
あ
の
阪
神
大
震
災
か
ら
五
年

半
、
北
海
道
有
珠
山
噴
火
か
ら
五
ヵ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
最
近

で
は
伊
豆
諸
島
で
の
地
震
な
ど
、
災
害
は
い
つ
も
突
然
に
や
っ

て
き
ま
す
。
あ
な
た
の
家
の
備
え
は
大
丈
夫
で
す
か
。

家
族
み
ん
な
で
確
認
を

　

災
害
に
備
え
、
日
ご
ろ
か
ら
家

族
で
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
緊
急
集
合
場
所
や
非
常

持
ち
出
し
品
、
い
ざ
と
い
う
と
き

の
連
絡
方
法
や
役
割
分
担
な
ど
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
よ
う
。

　

ま
た
、
災
害
が
起
き
た
と
き
の

避
難
口
の
確
保
や
火
の
始
末
、
子

ど
も
や
老
人
の
保
護
な
ど
、
緊
急

時
の
対
処
な
ど
も
話
し
合
っ
て
お

き
ま
し
よ
う
。

備
え
は
大
丈
夫
？

　

い
ざ
と
い
う
と
き
い
つ
で
も
持

ち
出
せ
る
「
非
常
持
ち
出
し
品
」

を
備
え
て
お
き
ま
し
よ
う
。
で
も
、

あ
ま
り
重
く
な
っ
て
は
と
っ
さ
の

と
き
に
持
ち
出
せ
ま
せ
ん
。
優
先

順
位
を
良
く
考
え
て
作
り
ま
し
よ

う
。
主
な
も
の
と
し
て
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
救
急
セ
ッ
ト
（
傷
薬
、
胃
腸
薬
、

　

目
薬
、
包
帯
、
ば
ん
そ
う
こ
う

　

な
ど
）

・
食
料
品
（
飲
料
水
、
乾
パ
ン
、

　

缶
詰
な
ど
の
非
常
食
）

・
衣
類
（
下
着
、
タ
オ
ル
な
ど
）

・
安
全
具
（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
の

　

保
安
帽
、
懐
中
電
灯
な
ど
）

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
携
帯
ラ
ジ
オ

や
マ
ッ
チ
、
ひ
も
や
ナ
イ
フ
、
缶

切
り
な
ど
も
役
立
ち
ま
す
。
現
金

や
キ
ャ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
印
鑑
や
有

価
証
券
な
ど
も
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
し
て
お

く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

も
し
地
震
が
起
こ
つ
た
ら

家
の
中
に
い
る
と
き

　

揺
れ
が
小
さ
い
時
は
、
丈
夫
な

机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
も
ぐ
つ
て

身
の
安
全
を
守
り
ま
す
。
も
し
揺

れ
が
大
き
い
場
合
は
、
外
の
安
全

な
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
を
考
え

ま
す
。
ガ
ス
器
具
や
暖
房
器
具
な

ど
火
の
気
の
あ
る
も
の
は
、
す
ば

や
く
消
し
ま
す
。
出
火
し
た
場
合

に
備
え
て
、
消
火
器
な
ど
を
用
意

し
て
お
き
ま
し
よ
う
。

外
を
歩
い
て
い
る
と
き

　

窓
ガ
ラ
ス
や
看
板
な
ど
、
落
下

物
に
注
意
が
必
要
で
す
。
か
ば
ん

な
ど
で
頭
を
守
り
な
が
ら
避
難
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

や
自
動
販
売
機
な
ど
倒
れ
そ
う
な

も
の
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。
切
れ

て
垂
れ
下
が
っ
た
電
線
な
ど
に
も

近
づ
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

デ
パ
ー
ト
や
ビ
ル
な
ど

　

店
員
や
係
員
の
指
示
・
誘
導
に

従
い
ま
し
よ
う
、
慌
て
て
出
口
に

殺
到
す
る
な
ど
パ
ニ
ッ
ク
を
お
こ

し
て
は
危
険
で
す
。
窓
や
ガ
ラ
ス

ケ
ー
ス
か
ら
離
れ
、
大
き
な
柱
や

壁
に
身
を
寄
せ
ま
し
ょ
う
。
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
な

ど
を
避
難
に
使
う
の
は
絶
対
に
や

め
ま
し
よ
う
。

電
車
や
バ
ス
の
中
な
ど

　

電
車
や
バ
ス
が
急
停
車
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、

つ
り
革
や
手
す
り
な
ど
に
、
し
っ

か
り
と
つ
か
ま
る
こ
と
を
習
慣
づ

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
車
内
ア
ナ

ウ
ン
ス
や
乗
務
員
の
誘
導
に
従
い

冷
静
に
避
難
し
ま
し
よ
う
。

車
を
運
転
中
に

　

急
ブ
レ
ー
キ
は
絶
対
に
か
け
な

い
で
下
さ
い
。
ハ
ン
ド
ル
を
と
ら

れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
徐
々
に

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
車
を
道
路

の
左
側
に
寄
せ
て
止
ま
り
ま
す
。

揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
、
カ
ー
ラ

ジ
オ
な
ど
で
情
報
を
聞
き
落
ち
着

い
て
行
動
し
ま
し
よ
う
。

洵
の
近
く

　

地
震
が
起
こ
る
と
、
津
波
が
起

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
海
岸
で

地
震
が
お
き
た
ら
、
す
ぐ
に
高
台

な
ど
へ
避
難
し
ま
し
よ
う
。

普
段
か
ら
寝
る
前
に
は

　

坦
震
な
と
が
お
こ
る
と
割
わ
た

ガ
ラ
ス
の
散
乱
や
、
停
電
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
く
ら
元
に
、
底
の

厚
い
ス
リ
ッ
パ
や
靴
な
ど
を
普
段

か
ら
準
備
し
て
お
く
と
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
役
に
立
ち
ま
す
。

消費牛活に31するご柵阻消暫か隋センターへ豊66・1111Pt｜i464
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圖民麗

朧－脂

一
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

　　

う～ん、そうきたか

（七間語り部座縁台将棋）

感性はがき展

　

実行委員会
＜1るー・39登場

目
指
せ
、
一
万
通

　

六
間
通
り
や
七
間
通
り
、
石
灯

篭
、
御
清
水
な
ど
で
高
札
に
展
示

さ
わ
た
絵
や
写
真
な
ど
を
見
か
け

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ

ら
は
、
感
性
は
が
き
展
で
集
ま
っ

た
作
品
を
展
示
し
た
も
の
で
す
。

　

感
性
は
が
き
展
は
、
は
が
き
サ

イ
ズ
の
絵
や
写
真
、
書
道
な
ど
の

作
品
を
募
集
し
、
ま
ち
な
か
で
総

〈
口
美
術
展
を
開
催
し
よ
う
と
始
め

ら
れ
ま
し
た
。
展
示
す
る
作
品
は
、

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
募
集
さ
れ
、
口

本
を
は
じ
め
ア
メ
リ
カ
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
ト
ル
コ
な
ど
世
界
中
か
ら

約
五
f
点
～
六
千
点
あ
ま
り
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
感
性
は
が
き
展
を
運
営
し

て
い
る
実
行
委
員
会
は
、
平
成
九

年
か
ら
活
動
を
始
め
、
現
在
、
二

ト
八
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
巾
教
育
委
員
会

が
開
い
た
「
越
前
人
野
平
成
塾
」

に
参
加
し
て
い
た
人
た
ち
が
、
学

習
会
や
研
修
会
を
重
ね
て
い
る
う

ち
に
「
私
た
ち
も
、
何
か
イ
ベ
ン

ト
を
や
っ
て
み
た
い
」
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

委
員
長
の
山
内
浩
一
さ
ん
は

「
だ
れ
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
、

人
好
き
な
大
野
を
全
国
の

人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
イ

ベ
ン
ト
を
と
感
性
は
が
き

艇
を
考
え
ま
し
た
。
し
か

し
、
実
際
に
や
っ
て
み
る

と
、
作
品
の
募
集
に
仕
分

け
、
審
査
、
展
示
、
作
品

集
の
発
行
な
ど
毎
晩
夜
遅

く
ま
で
作
業
が
続
き
思
っ

た
以
上
に
大
変
で
し
た
。

で
も
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
、
み
ん
な
で
力
を

あ
わ
せ
努
力
す
れ
ば
い
ろ

ん
な
こ
と
が
で
き
る
ん
だ

と
い
う
こ
と
が
実
感
で

き
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ
、

咋
年
募
集
し
た
テ
ー
マ
『
森
』
の

作
品
集
が
完
成
す
る
予
定
で
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

感
性
は
が
き
展
実
行
委
員
会
に

興
味
の
あ
る
人
は
、
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
（
容
6
6
．
1
1
1

1
内
線
5
4
2
）
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

フックトーク

たいt

テーマ～旅する～

『
耳
の
物
語
』
ニ
冊

『
冬
の
旅
w
i
コ
t
e
r
r
e
i
s
e
j

　

今
回
紹
介
す
る
『
耳
の
物
語
』

は
、
小
説
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

ま
た
、
釣
り
人
と
し
て
世
界
を
歩

い
た
著
者
が
、
人
生
の
な
か
で
、

自
分
自
身
の
触
れ
た
音
の
記
憶
を

た
ど
り
、
回
想
す
る
、
自
伝
的
小

説
で
す
。

　

こ
の
物
語
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ

の
川
遊
び
で
聴
い
た
「
泥
の
呟
き
、

草
の
呼
吸
、
木
の
吐
息
、
魚
の
嘆

息
、
虫
の
羽
音
」
の
記
憶
で
始
ま

り
、
五
十
歳
を
過
ぎ
て

南
米
の
砂
漠
を
走
る
車

の
中
で
聴
い
た
「
ア
マ

デ
ウ
ス
・
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
の
四
十
一
番
交
響

曲
」
の
記
憶
で
閉
じ
て

い
ま
す
。

　

著
者
は
、
人
阪
で
生

ま
れ
育
ち
ま
し
た
が
、

父
親
は
福
井
県
出
身
の

よ
う
で
す
。
も
し
か
す

る
と
彼
が
祖
先
か
ら
受
け
継
い
だ

耳
の
記
憶
の
中
に
は
、
私
た
ち
が

受
け
継
い
で
き
た
記
憶
と
近
い
も

の
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

音
の
記
憶
と
い
う
と
、
正
津
勉

の
詩
集
『
冬
の
旅
』
の
一
節
を
思

い
出
し
ま
す
。

　
　

「
・
：
大
工
町
、
機
屋
町
、
寺
町
。

　
　
　

j
I
j
I
t
F
一
ま
I
I
―
j

　
　
　

1
ま
『
f
―
I
／
I
4
、
‘
4
板
削
る
手
斧
の
機
織
る
晟
の
音
に

ま
ま
戦
没
の
読
経
の
そ
れ
も
ま
ま

L
と
お
I
・
リ
と
間
遠
に
気
疎
げ
に
洩
れ
て
く
る

…
」

　

正
津
勉
は
、
大
野
で
生
ま
れ
育

っ
た
詩
人
で
す
。
こ
の
一
節
の
舞

台
が
大
野
か
ど
う
か
は
分
り
ま
せ

ん
が
、
な
ん
だ
か
懐
か
し
い
感
じ

が
し
ま
せ
ん
か
。

　

人
生
は
、
よ
く
旅
に
た
と
え
ら

れ
ま
す
。
目
で
見
た
音
、
鼻
で
感

じ
た
音
、
出
会
っ
た
こ
と
な
ど
な

い
は
ず
な
の
に
親
し
く
懐
か
し
い

音
。
そ
ん
な
音
の
記
憶
を
た
ど
り

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
旅

（
半
生
）
を
振
り
返
っ
て
み
る
の

も
い
か
が
で
し
ょ
う
。

『耳の物語』開高健新潮社刊

『冬の旅winterreise』

　　　　　

正津勉河出書房新社
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私亀爪付託言

「
あ
つ
宝
ん
ど
」
の
入
館
料
に
つ
い
て

Q

　

今
年
4
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
あ
つ
宝

ん
ど
」
の
利
用
料
金

は
、
お
風
呂
が
六
百
円
、
プ
ー
ル

が
六
百
円
で
、
両
方
利
用
す
る
場

合
は
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
料
金
は
ど
の
よ
う
に
し

て
決
め
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

A

　
　

「
あ
っ
宝
ん
ど
」

の
人
館
料
は
、
大
野

巾
健
康
保
養
施
設
置

条
例
と
大
野
市
公
共
施
設
使
用
料

徴
収
条
例
で
、
温
浴
施
設
（
風
呂
）

と
プ
ー
ル
施
設
そ
れ
ぞ
れ
が
中
学

生
以
土
六
百
円
（
小
学
生
以
下
三

百
円
）
、
ま
た
両
方
を
利
用
す
る

場
合
は
、
中
学
生
以
上
千
円
（
小

学
生
以
下
五
百
円
）
と
設
定
し
て

い
ま
す
。

　

料
金
の
設
定
は
、
県
内
に
あ
る

温
浴
施
設
な
ど
の
料
金
や
、
奥
越

地
方
に
あ
る
施
設
と
の
整
合
性
を

考
え
て
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
温

浴
施
設
と
プ
ー
ル
施
設
は
、
使
用

目
的
や
営
業
時
間
な
ど
に
違
い
は

あ
り
ま
す
が
、
お
互
い
に
見
劣
り

し
な
い
も
の
と
考
え
、
料
金
を
同

額
に
設
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
料
金
に
は
、
温
浴
施
設
の

消
耗
品
や
、
大
広
間
・
和
室
な
ど

休
養
施
設
の
無
料
開
放
の
経
費
な

ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
入
館
料
が
二
割
安
く
な

る
回
数
券
（
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
）

の
販
売
の
ほ
か
、
身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
を
持
つ
人
と
そ
の
介
護
者

（
一
人
）
の
料
金
を
半
額
に
す
る

制
度
や
、
市
内
在
住
の
七
上
歳
以

上
の
高
齢
者
へ
半
額
の
助
成
券
を

出
す
な
ど
、
利
用
し
や
す
い
よ
う

考
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
に
気
持

ち
よ
く
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
「
あ
つ
宝
ん
ど
」
に
関
す

る
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
は
、
市
役
所
市
民
福
祉
部
保
健

衛
生
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

1
7
1
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

3・為，咄咄・

紙
の
指
紋
検
出
法
で
科
学
技
術
長
官
賞
を
受
賞

酒
井
光
博
さ
ん
（
一
二
十
六
歳
ご
番
交
番
勤
務
）

　

大
野
署
の
三
番
交
番
で
、
日
夜
、

住
民
の
安
全
を
守
る
酒
井
光
博
巡

査
長
。
紙
に
つ
い
た
指
紋
を
検
出

す
る
新
方
法
を
考
案
し
、
科
学
技

術
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
指
紋
に
反
応
す

る
特
殊
な
液
体
を
、
は
け
な
ど
で

紙
に
塗
り
、
指
紋
を
採
取
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
方
法
で
は
、

書
か
れ
た
文
字
な
ど
が
に
じ
む
こ

と
が
あ
り
、
後
の
捜
査
に
影
響
が

出
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
考
案
し
た
の
は
、
特
殊
な

液
体
を
気
化
さ
せ
て
紙
に
付
着
す

る
方
法
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
筆

跡
を
傷
め
る
こ
と
も
無
く
、
よ
り

簡
単
で
確
実
な
検
出
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。

　

丸
岡
署
の
鑑
識
係
に
勤
務
し
て

い
る
と
き
に
ひ
ら
め
き
、
県
警
本

部
や
署
の
協
力
を
得
な
が
ら
試
行

錯
誤
。
二
年
以
上
を
か
け
て
実
用

化
に
こ
ぎ
つ
け
た
そ
う
で
す
。

　
　

「
小
さ
い
こ
ろ
は
、
パ
ト
カ
ー

に
乗
り
た
く
て
、
お
巡
り
さ
ん
に

あ
こ
が
れ
て
い
ま
し
た
。
高
校
生

に
な
り
職
業
を
決
め
る
と
き
、
生

涯
を
か
け
て
打
ち
込
め
る
、
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
が
し
た
い
と
警

察
官
を
目
指
し
ま
し
た
」

　

現
在
は
、
地
域
の
見
回
り
や
事

件
の
処
理
な
ど
で
忙
し
い
毎
日
だ

そ
う
で
す
。

　
　

　
1
常
に
迅
速
な
対
応
を
心
が
け

て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、

警
察
の
不
祥
事
な
ど
で
騒
が
れ
て

い
ま
す
が
、
私
も
一
日
も
早
い
信

頼
回
復
に
向
け
、
よ
り
い
っ
そ
う

職
務
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
顔
を
引
き
締
め
ま
し
た
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
。
年
齢
。

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
唇
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
－
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

全
国
一
斉
に
国
勢
調
査

　
　
　
　
　
　

総
務
庁
統
計
局

　
　
　
　
　
　

福
井
県
大
野
市

　

1
0
月
1
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢

調
査
を
行
い
ま
す
。
日
本
に
住
ん

で
い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し

た
大
規
模
な
も
の
で
、
特
に
今
回

は
、
2
1
世
紀
の
国
の
施
策
や
ま
ち

づ
く
り
な
ど
の
基
礎
資
料
と
な
る

大
切
な
調
査
で
す
。

　

項
目
は
、
男
女
の
別
、
出
生
の

年
月
、
就
業
状
態
、
通
勤
・
通
学

地
、
住
居
の
種
類
な
ど
で
す
。
調

査
内
容
が
漏
れ
た
り
、
統
計
以
外

の
目
的
に
使
わ
れ
た
り
と
い
う
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
お

伺
い
し
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

yでレjC・国勢調査
平成12年10月1日（日）
9月下旬から調査員がおうかがいいたします。

総務庁統計局福井県大野市



おおのアウトトアグラウンズ2000

　

麻那姫湖青少年旅行村で、7月29日・30日に、おおのアウトド

アブラウンス2000が開催されました。ガキ大将わんぱくキャ

ンプや熱気球体験フライト、手作り：に作教室や魚のつかみ取りな

ど今年も盛り沢山の内容。子どもたちの元気な笑い声が山々にこ

だましていました。

ヰ萌司工作教室
－………－－－’s’－まuΨ’rχf・●＆，厦気球体験’7？羞嘲

あと、もうちよつとがんばれ！

　

7月28日、大野地区少年消防クラブ連合会

の夏季研修会が有終会館で行われました。市

内の小学校4～6年生96人が参加。綱渡り体

験や消火訓練、バケツリレーなど消防署員ら

の指導のもと、万が一に備えて真剣な表情で

研修を受けていました。

12集落がー諒となって

　

8月11日、集落の枠をこえ効率的な生産調整

（転作）を行おうと、小山広域土地利用推進大

会が小山公民館で開催されました。今後、規模

を生かした効果的な土地利用方法による、地域

農業経営の確立などに取り組んでいきます。

たくましく生きる力を育てよう

　

7月22日、市文化会館で、平成12年度青少年健

全育成福井県民大会が開催されました。「ルール

を守る心とたくましく生きる力をもつ青少年の

育成」をテーマに県内から約600人が参加。一

層の活動促進を誓い合いました。

話遇回也場秘書広報課広報広聴係豊66・1111
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熱狂＆るさと圖まつり

　

8月11日から16日まで、第33回越前おおの城まつりが盛大に

開催されました。13日に行われた大花火大会では、夜空に大輪

の花が咲き、14日から16日には恒例の越前おおのおどりが行わ

れ、会場では遅くまで大きな踊りの輪が広がっていました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

9月

恐竜エキスポ

ふくい2000

コ
ン
バ
イ
ン
も

　
　

登
録
が
必
要
で
す

市
役
所
税
務
課
｀

　

農
業
用
の
コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ

ク
タ
ー
は
、
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク

と
同
じ
よ
う
に
、
登
録
し
て
ナ
ン

バ
ー
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
同
時
に
軽
自
動
車
税
も

課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

新
し
く
購
入
し
た
り
買
い
替
y
ス

た
り
し
た
場
合
は
、
市
役
所
で
登

録
し
ま
し
よ
う
。

必
要
な
物
印
鑑
・
車
体
の
形
式

　

の
分
か
る
も
の

税
額
年
間
1
0
0
0
円

登
録
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役
所

　

税
務
課
収
税
係
（
酋
6
6
・
1
1

　

1
1
内
線
4
2
2
）

調
理
師
・
製
菓
衛
生
師

　

試
験
と
予
備
講
習
会

奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

試
験
日
H
月
1
2
日
計

試
験
会
場
勝
山
高
校

受
験
料
調
理
師
6
1
0
0
円

　

製
菓
衛
生
師
9
4
0
0
円

予
備
講
習
会
【
調
理
師
】
1
0
月

　

H
日
本
・
1
2
日
実
有
終
会
館

　
　

［
製
菓
衛
生
師
］
1
0
月
1
2
日
車

　

有
終
会
館
・
1
6
日
⑥
国
際
交
流

　

会
館

受
講
料
調
理
師
製
菓
衛
生
師

　

各
1
5
0
0
0
円

受
付
期
間
試
験
・
講
習
会
い
ず

　

れ
も
9
月
1
日
②
～
3
J
日
舌

そ
の
他
受
験
す
る
に
は
、
施
設

　

で
2
年
間
以
上
の
調
理
従
事
経

　

験
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
奥
越
健
康
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
環
境
衛
生
課
（
豊
6
6

　

・
2
0
7
6
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

日
時
1
0
月
2
2
日
⑧
午
前
1
0
時
～

場
所
大
野
地
区
消
防
本
部

種
類
乙
種
4
類
・
丙
種

受
験
資
格
特
に
な
し

必
要
な
書
類
受
験
願
書
（
大
野

　

地
区
消
防
本
部
に
準
備
）
・
6

　

ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
の

　

写
真
1
枚
・
試
験
手
数
料
の
払

　

込
受
付
証
明
書
（
所
定
の
も
の
）

受
験
料
乙
種
4
類
＝
3
4
0
0

　

円
．
丙
種
＝
2
7
0
0
円

受
付
期
間
9
月
4
日
⑥
～
1
2
日

　

犬
（
土
・
日
を
除
く
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

提
出
方
法
持
参
ま
た
は
郵
送
で

　
　

（
郵
送
の
場
合
は
9
月
1
2
日
の

　

消
印
有
効
）

受
け
付
け
．
問
い
合
わ
せ
先
呻

　

消
防
試
験
セ
ン
タ
ー
福
井
県
支

　

部
（
〒
9
1
0
1
0
0
0
3
福

　

井
市
松
本
3
丁
目
1
6
－
1
0
福
井

　

県
合
同
庁
舎
内
（
a
0
7
7

　

6
．
2
1
・
7
0
9
0
）

排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
・
講
習
会

市
役
所
水
道
課

《
試
験
》

日
程
H
月
2
2
日
④

会
場
嶺
北
会
場
＝
福
井
市
市
民

　

福
祉
会
館
、
嶺
南
会
場
＝
敦
賀

　

短
期
大
学

受
験
料
4
0
0
0
円

そ
の
他
免
除
制
度
あ
り

　

《
講
習
会
》

日
程
・
会
場
嶺
北
会
場
＝
H
月

　

9
日
車
（
福
井
市
市
民
福
祉
会

　

館
）
、
嶺
南
会
場
＝
‥
‥
‥
一
月
1
0
日

　

②
（
敦
賀
短
期
大
学
）

受
講
料
3
0
0
0
円

申
し
込
み
方
法
試
験
申
し
込
み

　

時
に
受
講
料
を
添
え
て

申
込
期
間
試
験
、
講
習
会
い
ず

　

れ
も
9
月
1
4
日
④
～
2
9
日
②

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
水
道
課
公
共
下
水
道
係

　
　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
2
9

2
）

国
民
年
金
前
納

口
座
振
替
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

市
役
所
市
民
課

　

国
民
年
金
保
険
料
を
半
年
間
前

納
す
る
か
、
新
規
に
口
座
振
替
に

す
る
と
、
抽
選
で
中
部
・
近
畿
各

府
県
の
国
民
年
金
福
祉
施
設
の
宿

泊
優
待
券
ま
た
は
図
書
券
・
テ
レ

ホ
ン
カ
ー
ド
が
当
た
り
ま
す
。

実
施
期
間
9
月
1
日
②
～
1
2
月

　

2
9
日
③

応
募
方
法
市
役
所
市
民
課
に
あ

　

る
、
指
定
の
応
募
用
ハ
ガ
キ
に

　

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
福
井

　

社
会
保
険
事
務
局
あ
て
に
送
付

申
込
締
切
日
1
2
月
2
9
日
毎
（
当

　

日
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　

年
金
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
6
）

交通
安全

剱
r

交
差
点
で
は
特
に
注
意
を

交
差
点
を
左
折
す
る
と
き

　

自
動
車
の
後
ろ
か
ら
来
る
二

輪
車
な
ど
が
、
サ
イ
ド
ミ
ラ
ー

に
映
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ハ
ン
ド
ル
を
切
り
始
め
る
前
に
、

ミ
ラ
ー
や
自
分
の
目
で
よ
く
確

認
し
二
輪
車
な
ど
を
巻
き
込
ま

な
い
よ
う
に
注
意
ま
し
ょ
う
。

交
差
点
を
右
折
す
る
と
き

　

右
折
で
交
差
点
に
入
っ
た
と

き
、
対
向
車
線
で
右
折
し
よ
う

と
し
て
い
る
車
の
陰
に
な
っ
て

直
進
し
て
く
る
自
動
車
や
二
輪

車
な
ど
が
見
え
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
安
全
確
認
が
き
ち
ん

と
で
き
る
ま
で
、
待
つ
余
裕
を

持
ち
ま
し
よ
う
。

　

ま
た
自
分
の
車
の
フ
ロ
ン
ト

ガ
ラ
ス
の
窓
枠
で
、
自
動
車
や

二
輪
車
な
ど
が
確
認
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
体
や
首
を

傾
け
る
な
ど
工
夫
し
、
死
角
を

作
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

歩
道
か
ら
の
飛
び
出
し
に
注
意

　

交
差
点
の
右
左
折
で
は
、
歩

道
か
ら
飛
び
出
し
て
き
た
自
転

車
な
ど
と
衝
突
す
る
事
例
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
右
左
折
で
交

差
点
に
入
る
前
に
は
、
歩
道
を

通
行
し
て
い
る
自
転
車
や
歩
行

者
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
横
断
歩
道
を
横
切
る

前
に
は
一
時
停
止
す
る
な
ど
、

慎
重
に
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

秋の交通安全

　　

市民運動

9月21日活）

　

～9月30日①



●INFORMATION

退職者医療制度の届け出を

　

会社などを退職し、年金を受けている人は、国民健康

保険の退職者医療制度が利用できます。対象は、次の条

件にすべて該当する人とその被扶養者です。

・国民健康保険に加入している人

・老人保健法の適用を受けていない人

・厚生年金や共済組合などの老齢年金を受けている人

　

※年金制度への加入期間が20年以上、または40歳以降

　　

の加入期間が10年以上必要です。

医療を受けた場合の自己負担額が軽減されます

※入院時の食事：代と、外来の薬剤の一部負担金は、

　

別途定額の自己負担が必要です。

退職者医療制度は、年金を受けとれるように

なった日から始まります。届け出はお早めに。

　　

問い合わせ先市役所市民課国保係

　　　　

（雲66・1111内線457）

被保険者本人 外来2割負担 入院2割負担

被扶養者 外来3割負担 入院2割負担

消
費
者
カ
レ
ッ
ジ

　
　
　

受
講
生
募
集

市
役
所
生
活
環
境
課

日
時
・
場
所
・
内
容
9
月
6
日

　

④
午
後
1
時
3
0
分
～
有
終
会
館

　
　

「
す
ま
い
の
リ
フ
ォ
ー
ム
」
▼

　

9
月
2
0
日
4
午
後
1
時
3
0
分
～

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
「
エ
コ
ク
ッ

　

キ
ン
グ
」
▼
1
0
月
4
日
⑥
午
後

　

1
時
3
0
分
～
有
終
会
館
「
悪
質

　

商
法
を
撃
退
」

定
員
各
2
0
人

参
加
費
無
料
（
た
だ
し
材
料
費

　

な
ど
は
実
費
負
担
）

そ
の
他
各
講
座
の
前
日
ま
で
に

　

電
話
で
申
し
込
み

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

役
所
生
活
環
境
課
（
公
6
6
・
1

1
1
1
内
線
4
6
4
）

お
座
敷
列
車

　

「
ふ
れ
あ
い
市
民
号
」

市
役
所
生
活
環
境
狸

　

今
年
の
お
座
敷
列
車
「
九
頭
竜

線
ふ
れ
あ
い
市
民
号
」
は
、
一
泊

二
日
で
富
山
県
金
太
郎
温
泉
の
旅

で
す
。
魚
津
の
リ
ン
ゴ
が
お
土
産

に
も
ら
え
ま
す
。
こ
の
旅
行
は
九

頭
竜
線
の
利
用
促
進
を
目
的
に
行

わ
れ
、
費
用
の
一
部
を
市
が
助
成

し
ま
す
。

　

申
込
者
が
多
数
と
な
っ
た
場
合

は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

旅
行
日
H
月
1
3
日
面
～
1
4
日
囚

行
き
先
富
山
県
金
太
郎
温
泉

集
合
午
前
1
0
時
1
0
分
ま
で
に
J

　

R
越
前
大
野
駅

対
象
1
8
歳
以
上
の
市
民
（
幼
児

　

の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
）

定
員
1
5
0
人

費
用
3
万
2
0
0
0
円

　
　

（
内
一
人
5
0
0
0
円
助
成
）

申
し
込
み
方
法
個
人
ま
た
は
グ

　

ル
ー
プ
（
5
人
以
内
）
で
、
所

　

定
の
申
込
用
紙
で

申
込
期
間
9
月
2
5
日
⑧
～
1
0
月

　

6
日
②

そ
の
他
▼
申
込
用
紙
は
。
9
月

　

H
日
⑥
か
ら
市
役
所
生
活
環
境

　

課
も
し
く
は
J
R
越
前
大
野
駅

　

に
用
意
▼
抽
選
に
な
っ
た
場
合
、

　

当
選
さ
れ
た
人
の
み
に
連
絡

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
生
活
環
境
課
（
容
6
6
・
I

　

1
1
1
内
線
4
6
2
）

元
気
の
出
る
講
座
開
催

市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

健
康
診
断
の
結
果
が
少
し
気
に

な
る
人
や
自
分
の
健
康
に
関
心
の

あ
る
人
な
ど
を
対
象
に
「
お
元
気

上
々
講
座
一
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
内
容
9
月
1
4
日
酋
「
健

　

診
結
果
は
こ
う
生
か
す
」
▼
9

　

月
2
1
日
車
「
ス
ト
レ
ス
と
こ
う

　

付
き
合
う
」
▼
9
月
2
8
日
車
「
笑

　

え
ば
力
が
わ
い
て
く
る
」
▼
1
0

　

月
5
日
実
「
レ
ッ
ツ
わ
く
わ
く

　

体
操
」
▼
1
0
月
1
2
日
「
パ
上
ア

　

イ
ー
バ
イ
キ
ン
グ
」

　

い
ず
れ
も
午
後
7
時
～
8
時
3
0

　

分
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
3
0
名

参
加
費
無
料
（
た
だ
し
1
0
月
1
2

　

日
は
、
食
事
代
5
0
0
円
か
必

　

要
で
す
）

申
込
締
切
日
9
月
7
日
④

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
7
3

　

3
3
）

水
中
運
動
教
室

市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

腰
痛
・
膝
痛
の
軽
減
を
目
的
に

水
中
運
動
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
9
月
2
0
日
⑥
～
1
0
月
2
5
日

　

④
の
毎
週
水
曜
日
計
6
回

場
所
あ
つ
宝
ん
ど

定
員
3
0
人

参
加
費
3
6
0
0
円
（
入
場
料
）

そ
の
他
9
月
8
日
②
ま
で
に
電

　

話
で
申
し
込
み

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
公
6
5
・
7
3

　

3
3
）

福
井
刑
務
所
で
矯
正
展
開
催

福
井
刑
務
所

日
時
9
月
2
3
日
①
午
前
1
0
時
～

　

午
後
4
時
▼
2
4
日
計
午
前
9
時

　

～
午
後
3
時

場
所
福
井
刑
務
所
構
内

内
容
全
国
7
4
力
所
の
矯
正
施
設

　

の
刑
務
作
業
製
品
展
示
販
売
や

　

受
刑
者
生
活
写
真
パ
ネ
ル
の
掲

　

示
な
ど

問
い
合
わ
せ
先
福
井
刑
務
所
企

　

画
部
門
作
業
（
a
0
7
7
6
・

　

弼
・
3
2
2
2
J

行
政
無
料
相
談
会行政

1
士
会

日
時
1
0
月
2
日
⑥
午
前
1
0
時
～

　

午
後
4
時

場
所
市
役
所
I
階
ロ
ビ
ー

内
容
官
公
庁
に
提
出
す
る
書
類

　

や
権
利
義
務
・
事
実
証
明
に
関

　

す
る
相
談

問
い
合
わ
せ
先
福
井
県
行
政
書

　

士
会
大
野
支
部
長
帰
山
安
夫

　

さ
ん
（
豊
6
6
・
2
2
1
8
）

一
司
法
書
士
無
料
相
談
会

福
井
県
司
法
書
士
会

日
時
1
0
月
1
日
⑥
午
前
1
0
時
～

　

午
後
4
時

場
所
大
野
公
民
館

内
容
土
地
や
建
物
の
相
続
、
売

　

買
、
贈
与
な
ど
の
登
記
、
会
社
設

　

立
な
ど
の
登
記
、
調
停
や
訴
訟

　

の
書
類
作
成
手
続
、
ク
レ
ジ
ッ

　

ト
ー
サ
ラ
金
問
題
、
高
齢
者
の
財

　

産
管
理
な
ど
の
法
律
上
の
問
題

問
い
合
わ
せ
先
福
井
県
司
法
書

　

士
会
（
酋
0
7
7
6
・
3
3
・
2

　

7
7
7
）
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村
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
こ
ね
鉢

　
　
　
　

山
田
継
司
さ
ん
（
若
杉
町
）

　

若
杉
町
の
山
田
継
司
さ
ん
（
八
十
一
歳
）

の
宝
は
、
ト
チ
ノ
キ
の
コ
ブ
で
作
ら
れ
た
、

先
祖
か
ら
伝
わ
る
こ
ね
鉢
で
す
。
こ
ね
鉢
は
、

ソ
バ
粉
や
、
ヒ
エ
や
キ
ビ
の
粉
を
こ
ね
る
た

め
に
使
う
も
の
で
、
直
径
約
四
十
惣
。
大
き

さ
か
ら
推
定
し
て
樹
齢
約
二
百
年
の
ト
チ
ノ

キ
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

山
田
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
六
年
ま
で
、
上

打
波
区
の
上
小
池
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
同
じ
年
の
八
月
十
九
日
に
起
き
た
北

美
濃
地
震
で
、
家
が
壊
れ
、
村
を
離
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　

「
今
で
も
地
震
の
日
の
こ
と
は
、
よ
く
覚

え
て
い
ま
す
。
風
の
な
い
ど
ん
よ
り
と
し
た

蒸
し
暑
い
日
で
、
気
味
が
悪
い
く
ら
い
静
か

で
し
た
。
突
然
、
ズ
ン
と
突
き
土
げ
る
よ
う

に
揺
れ
始
め
、
森
や
地
面
が
波
の
よ
う
に
う

ね
り
、
次
か
ら
次
へ
と
山
が
崩
れ
て
い
き
ま

し
た
。
揺
れ
が
収
ま
る
と
家
族
の
こ
と
が
心

配
に
な
り
ま
し
た
。
無
事
と
分
か
っ
た
と
き

は
力
が
抜
け
、
座
り
こ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た

ね
」

　

上
小
池
は
、
標
高
約
九
百
‐
の
石
川
県
境

に
近
い
山
地
で
す
。
今
は
キ
ャ
ン
プ
場
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
三
十
年
ご
ろ
は
、
約

十
世
帯
が
、
オ
ウ
レ
ン
栽
培
や
養
蚕
な
ど
を

し
て
暮
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
突
然
発

生
し
た
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
、
人
が

離
れ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
ね
鉢
は
、
村
を
離
れ
る
と
き
に
苦
労
し

て
運
ん
だ
荷
物
の
中
で
も
、
特
に
思
い
出
深

い
物
だ
そ
う
で
す
。

　
　

「
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
の
鉢
で
作
ら
れ
た

団
子
を
、
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
た

の
を
思
い
出
し
ま
す
。
い
ろ
り
で
あ
ぶ
ら
れ

た
灰
の
つ
い
た
団
子
を
、
手
で
は
た
き
な
が

ら
い
く
つ
も
食
べ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
鉢
を

見
て
い
る
と
、
あ
の
頃
の
い
ろ
い
ろ
な
思
い

出
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
ね
」
と
懐
か
し
そ
う

に
こ
ね
鉢
を
さ
す
っ
て
い
ま
し
た
。

市民のうごき

8月1日現在 前月比

世帯数 11，769世帯 ＋39世帯

人口 40，607人 ＋13人

内訳
男 19．462人 －8人

女 21，145人 ＋21人

7月中の異動
転人 97人 出生 16人

転出 72人 死亡 28人

市内の交通事故状況（9ヵヽ69）

件数内訳
平成12年

7月末

平成11年

7月末
比較

総件数 379件 335件 ＋44件

人
身

事
故

件数 88件 99件 －11件

死者 O人 2人 －2人

傷者 111人 119人 一8人

物損事故 291件 236件 ＋55件

表
紙
の
こ
と
ば

　

晴
天
の
中
で
行
わ
れ
た
富
田

大
橋
の
渡
り
初
め
。
地
元
の
人

を
庄
心
に
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

橋
の
完
成
で
市
街
地
と
富
田
・

阪
谷
地
区
な
ど
が
、
よ
り
い
っ

そ
う
便
利
に
な
り
、
地
域
の
発

展
の
大
き
な
原
動
力
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

編
集
後
記

　

今
夏
も
市
内
各
地
で
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

写
真
を
撮
ろ
う
と
カ
メ
ラ
を
の

ぞ
く
と
、
た
く
さ
ん
の
ス
タ
ッ

フ
の
姿
が
目
に
入
り
ま
す
。
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
の
裏
に
は
、
そ

れ
を
支
え
る
多
く
の
人
た
ち
の

頑
張
り
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
実
感
。
皆
さ
ん
本
当
に
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
（
養
）

／亜X、、見m

　

先
日
、
友
人
を
誘
い

金
沢
市
の
大
野
町
を
訪

れ
た
。
こ
こ
は
金
沢
の

海
の
玄
関
口
で
あ
り
、

か
つ
て
北
前
船
の
寄
港

地
と
し
て
栄
え
た
所
で

古
く
か
ら
木
材
や
し
ょ
う
ゆ
な
ど
の
産
業
が
発

展
し
、
今
で
も
古
い
蔵
や
町
並
み
な
ど
の
面
影

が
残
っ
て
い
る
と
紹
介
し
て
あ
っ
た
？
ま
ず
幕

末
の
科
学
技
術
者
「
大
野
弁
吉
」
の
発
明
の
数

々
を
紹
介
す
る
「
大
野
か
ら
く
り
記
念
館
」
を

訪
れ
た
。
人
形
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
ら

く
り
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
当
時
の
先
端

技
術
に
引
き
込
ま
れ
真
剣
に
見
人
っ
だ
？
昼
食

は
、
港
で
揚
が
っ
た
も
の
を
そ
の
場
で
仕
人
れ
、

新
鮮
な
ネ
タ
が
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
寿
司
屋
へ
。

七
十
年
前
の
建
物
を
改
装
し
た
そ
う
で
、
吹
き

抜
け
に
な
っ
て
い
る
。
三
、
四
人
の
職
人
が
寿

司
を
に
ぎ
っ
て
い
た
。
お
昼
時
と
い
う
こ
と
も

あ
り
店
内
は
あ
っ
と
い
う
間
に
い
っ
ぱ
い
に
、

や
は
り
評
判
の
店
ら
し
い
。
お
腹
も
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
▼
次
に
か
つ
て
の
し
ょ
う
ゆ
蔵
を
改

装
し
た
店
へ
。
し
よ
う
ゆ
樽
を
利
用
し
た
テ
ー

ブ
ル
や
い
す
が
並
べ
ら
れ
、
ほ
の
か
に
し
ょ
う

ゆ
の
香
り
が
感
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
す
ぐ
近
く

に
あ
る
し
ょ
う
ゆ
工
場
を
改
築
し
た
お
店
へ
。

両
方
の
店
で
し
ょ
う
ゆ
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食

べ
味
比
べ
を
し
た
▼
最
後
に
藩
政
時
代
に
隆
盛

を
極
め
た
海
の
豪
商
「
銭
屋
五
兵
衛
」
の
記
念

館
へ
。
四
分
の
一
サ
イ
ズ
で
復
元
さ
れ
た
北
前

船
を
見
て
当
時
の
航
海
を
実
感
し
た
▼
歴
史
あ

る
港
町
の
風
情
を
味
わ
い
、
お
い
し
い
も
の
を

味
わ
っ
た
一
日
。
そ
の
町
が
ど
こ
か
当
市
に
似

た
雰
囲
気
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
え
た
の
は
私

だ
け
だ
ろ
う
か
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
容
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
‐
・
‐
1
）
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